
当
会
の
今
年
度
の
基
本
的
な
事
業
方
針
は
、

西
洗
自
治
会
や
い
ぶ
き
会
、
ひ
ぎ
り
社
協
、

ケ
ア
プ
ラ
ザ
な
ど
地
域
の
諸
団
体
な
ど
と

の
交
流
を
活
発
に
し
、
地
域
密
着
型
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
目
指
す
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
会
で
は
「
訪
問
介

護
」
を
活
動
の
中
心
に
お
き
、
日
限
山
荘

な
ど
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
と
「
総

合
事
業
」
の
三
本
柱
を
地
域
の
諸
団
体
と

力
を
合
わ
せ
て
バ
ラ
ン
ス
良
く
育
て
て
い

き
た
い
、
と

し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に

は
ど
う
い
う

こ
と
で
し
ょ

う
か
。
去
る

５
月
26
日
に

開
か
れ
た
第

18
回
通
常
総

会
（
上
の
写

真
）
で
は
ス
タ
ッ
フ
の
若
返
り
を
目
指
し
、
新
た
に

三
人
の
理
事
（
頁
末
リ
ス
ト
ご
参
照
）
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
ひ
と
り
飛
岡
（
と
び
お
か
）
逸
夫

理
事
は
こ
れ
か
ら
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
、
こ
う

語
っ
て
い
ま
す
。

「
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
当

地
区
で
は
介
護
を
必
要
と
す

る
方
々
が
ま
す
ま
す
増
え
て
く
る
の
で
、
助
け
を
求

め
ら
れ
る
と
直
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え

て
い
き
ま
す
。
ま
た
車
両
の
手
配
を
必
要
と
す
る
移

送
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
比
重
が
高
い
の
が
当
会
の
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
特
長
で
す
が
、
こ
の
メ
リ
ッ
ト
を

活
用
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
ご
家
族
の
介
護

で
お
困
り
の
方
、
ま
ず
、
総
ぐ
る
み
福
祉
の
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
」
。

重
度
の
介
護
や
障
害
者
の
方
の
介
護
も
増
え
て
く

る
に
つ
れ
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
技
術
は
高

度
化
・
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
対
応
に
つ
い
て

塚
田
（
つ
か
だ
）
信
三
理
事
は
「
当
然
の
こ
と
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
よ
り
高
度
な
介
護
技
術
の
研
鑽
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
当

会
で
は
、
社
内
研
修
を
一
層
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
社
外
研
修

へ
の
参
加
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
利
用
者
様
一

人
一
人
に
対
応
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
担
当
す
る
ヘ
ル
パ
ー
相
互
間
で
具
体
的
な
介
護

方
法
を
研
鑽
で
き
る
よ
う
な
体
制
も
整
え
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
人
の
保
永
（
や
す
な
が
）
博
行
理
事
は

「
私
は
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
の
経

験
が
浅
く
、
現
在
研
修
中
で
す

が
、
西
洗
自
治
会
の
役
員
な
ど

で
培
っ
た
経
験
や
知
識
を
活
か

し
、
今
期
の
目
標
で
あ
る
地
域

に
役
立
つ
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
努
力
し
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。

「特定非営利活動法人総ぐるみ福祉の会」発行 2019/7/2８ 第132号

ＮＰＯ総ぐるみ福祉の会のホームページ http://sougurumi.jp をぜひご覧ください。当会の事業内容や諸活

動の実施例のほか「総ぐるみ」新聞のほぼすべてのバックナンバーをお読みになれます。

「
総
ぐ
る
み
」
新
聞
住
所

横
浜
市
港
南
区
日
限
山
４
ー
39
ー
19

日
限
山
ハ
イ
ツ
１
０
１
号
室

電
話

０
４
５
ー
８
４
６
ー
８
８
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
５
ー
３
７
０
ー
７
２
７
２

Ｎ
Ｐ
Ｏ
総
ぐ
る
み
福
祉
の
会

新
理
事
、
具
体
的
な
介
護
手
法
等
に
つ
い
て
語
る

所
在
地
：
「
京
急
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
バ
ス
終
点

徒
歩
２
分

地域密着型の介護サービスを強化

総
ぐ
る
み
福
祉
の
会
・
役
員
リ
ス
ト

理
事
長
・
宮
崎
浩
子
、
理
事
・
布
施
信
義
、

大
橋
綾
子
、
飛
岡
逸
夫
（
新
任
）
、
塚
田
信
三

（
新
任
）
、
福
岡
賀
子
、
保
永
博
行
（
新
任
）
、

監
事
・
宮
井
豊
子
、
小
野
み
ち
子
（
新
任
）



総
ぐ
る
み
福
祉
の
会
で
は
、
７
月
３
日
、
た
ま
り

場
「
こ
ぶ
し
」
で
毎
週
水
曜
日
に
開
か
れ
る
「
Ｃ
ａ

ｆ
ｅ
『
こ
ぶ
し
』
」
を
利
用
し
て
、
「
悪
質
商
法
に

引
っ
か
か
ら
な
い
よ
う
に
!!
」
と
い
う
座
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

日
限
山
駐
在
所
の
中
島
巡
査
に
聞
く

こ
れ
は
、
最
近
、
日
限
山
地
区
で
も
オ
レ
オ
レ
詐

欺
の
被
害
が
発
生
し
た
と
い
う
情
報
を
得
た
の
で
、

日
限
山
駐
在
所
の
中
島
巡
査
か
ら
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の

被
害
の
実
態
や
防
止
策
を
聞
く
と
と
も
に
、
「
横
浜

市
消
費
生
活
応
援
隊
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
招
き
、

悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
ど
う
し

た
ら
良
い
か
を
知
っ
て
も
ら
う
企
画
で
す
。

中
島
巡
査
の
話
を
要
約
す
る
と
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
は
絶
対
に
他
人
に
渡
さ
な
い
こ
と
」
「
自
宅
の

電
話
は
留
守
番
電
話
に
設
定
し
て
お
く
こ
と
」

「
不
審
な
電
話
等
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
港
南
警
察

署
（
℡
８
４
２
・
０
１
１
０
）
に
電
話
し
て
く
だ

さ
い
」
な
ど
で
し
た
。

こ
ん
な
タ
イ
プ
が
だ
ま
さ
れ
や
す
い
？

横
浜
市
消
費
生
活
応
援
隊
は
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺

や
悪
質
商
法
の
実
態
、
そ
の
防
止
策
や
被
害
に
あ
っ

た
場
合
は
ど
う
す
る
か
な
ど
に
つ
い
て
、
紙
芝
居

や
○
×
ク
イ
ズ
な
ど
を
使
っ
て
非
常
に
丁
寧
に
詳

し
く
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
だ
ま
さ

れ
や
す
い
タ
イ
プ
は
、
①
ひ
と
り
暮
ら
し
、
②
旅

に
出
る
と
お
土
産
を
た
く
さ
ん
買
う
、
③
「
○
○

に
効
く
」
と
い
う
と
試
し
た
く
な
る
、
④
手
紙
や
電

話
の
返
事
を
欠
か
さ
な
い
、
⑤

他
人
の
話
に
あ
わ
せ
て
し
ま
う
、

⑥
テ
レ
ビ
を
見
て
泣
く
こ
と
が

あ
る
、
⑦
最
近
「
あ
り
が
と
う
」

と
言
わ
れ
て
い
な
い
、
⑧
自
分

が
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
と
寂

し
い
思
い
を
し
て
い
る
…
等
だ

そ
う
で
す
。
な
お
、
悪
質
商
法

で
困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
総

合
セ
ン
タ
ー
（
℡
８
４
５
・
６

６
６
６
）
へ
ご
相
談
を
。

去
る
６
月
１
日
、
日
限

山
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
で
開

か
れ
た
「
ケ
ア
プ
ラT

H
E

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
当

会
は
昨
年
に
引
き
続
き

「
鯛
焼
き
」
屋
台
を
出
店
。

そ
の
様
子
は
３
日
の
地
元

有
線
テ
レ
ビ
「
Ｊ
コ
ム
・

デ
ィ
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」
で

放
映
さ
れ
ま
し
た
。

悪質商法やオレオレ詐欺に引っかからないように

被害の実例を熱心に説明する中島巡査

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
『
こ
ぶ
し
』
で
悪
質
商
法
防
止
策
を
学
ぶ

横浜市消費生活応援隊の出前（？）講座

昨年度、次の方々からご寄付をいただき

ました。心よりお礼申し上げます。

【30年4月】松本久様

【30年5月】椿満男様、岡野美樹様、今川

富佐子様、築地眞佐子様

【30年6月】山野上敏夫様、武田練様

【30年7月】姫野成示様、笹路眞三様、

小林一彦・よし江様、小高典子様

【30年10月】笹路眞三様、

【30年12月】広田明子様、小林一彦様

【31年1月】笹路眞三様

【31年3月】福田恵一様 （ご寄付日順に記載）

ご寄付ありがとうございました
今
年
も
「
鯛
焼
き
」
屋
台
を
出
店

介護のご相談なら、どんなことでもお気軽にお電話ください。TEL 846-8850


